[bookmark: _GoBack]建築物同意調書
	申請者
住所・氏名
電話番号
	

	建築場所
	

	用途地域
	
	防火地域
	

	敷地面積
	
	建築面積
	　

	工事種別
	
	工事完了
予定日
	

	申請棟数
	
	危険物施設
	☐　該当　 ☐　非該当

	消防法令により設置を要する
消防用設備等
	☐　消火器　　　　　　　☐　屋内消火栓設備　　　　　☐　スプリンクラー設備　
☐　泡消火設備　　　　　☐　不活性ガス消火設備　　　☐　粉末消火設備
☐　屋外消火栓設備　　　☐　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
非常電源　※１
（ ☐　専用受電設備　 ☐　自家発電設備　 ☐　蓄電池設備　 ☐　燃料電池設備）
☐　自動火災報知設備　　☐　ガス漏れ火災警報設備
☐　漏電火災警報器　　　☐　消防機関へ通報する火災報知設備　　　　
☐　非常警報器具　　　　☐　非常警報設備　　　　　　
☐　避難器具（　　　　　　　　　　）
☐　その他（　　　　　　　　　　　）
☐　誘導灯　　　　　　　☐　誘導標識　　　　　　　　☐　高輝度蓄光式誘導標識
☐　消防用水　（　　　　　　　　）
☐　排煙設備　　　　　　☐　連結散水設備　　　　　　
☐　連結送水管　　　　　☐　非常コンセント設備　　　☐　無線通信補助設備

	防炎対象物
	適　・　否
	使用する物品
	

	条例に定める
届出
	☐　炉　　　　　☐　ボイラー　　☐　給湯湯沸設備　　　☐　厨房設備　
☐　乾燥設備　　☐　サウナ設備　☐　火花を生ずる設備　☐　温風暖房機
☐　ヒートポンプ冷暖房機　
☐　変電設備　　☐　発電設備　　☐　蓄電池設備　　　　☐　急速充電設備　
☐　燃料電池発電設備　 ☐　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐　少量危険物　☐　指定可燃物　☐　LPG等

	受　付　欄
	
	同意年月日
	年　　　月　　　日

	
	
	同意番号
	


※１　特定防火対象物で延べ床面積1,000㎡以上のものは、専用受電設備は不可
太枠内を記入してください。
	棟　別　概　要

	用　　途
	（消防法施行令別表第１　　項　）
	最高の高さ
	

	
	構　　造
	
	消防法施行令第８条の区画
	☐　有　 ☐　無

	
	主要構造部
	☐　耐火構造　 ☐　準耐火構造　 ☐　その他
	消防法上の内装制限
	☐　有　 ☐　無

	
	階　　別
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	合　　計

	
	床面積（㎡）
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	有・無窓判定
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	収容人員（名）
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の位置、構造、設備等の状況
	☐　消防法施行令第11条第２項等に基づく２倍又は３倍数値の適用
☐　消防法施行規則第12条の２又は第13条に基づく区画の形成
☐　特別避難階段の設置　　 ☐　屋外に設ける避難階段の設置
☐　平成14年消防庁告示第７号で定められた部分を有する屋内避難階段の設置
☐　一般加入電話又はこれに類する電話の設置
☐　平成17年総務省令第40号の特定共同住宅等
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　）





	棟　別　概　要

	用　　途
	（消防法施行令別表第１　　項　）
	最高の高さ
	

	
	構　　造
	
	消防法施行令第８条の区画
	□有　□無

	
	主要構造部
	□耐火構造　□準耐火構造　□その他
	内装制限
	□有　□無

	
	階　　別
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	合　　計

	
	床面積（㎡）
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	有・無窓判定
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	収容人員（名）
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の位置、構造、設備等の状況
	☐　消防法施行令第11条第２項等に基づく２倍又は３倍数値の適用
☐　消防法施行規則第12条の２又は第13条に基づく区画の形成
☐　特別避難階段の設置　　 ☐　屋外に設ける避難階段の設置
☐　平成14年消防庁告示第７号で定められた部分を有する屋内避難階段の設置
☐　一般加入電話又はこれに類する電話の設置
☐　平成17年総務省令第40号の特定共同住宅等
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　）





	棟　別　概　要

	用　　途
	（消防法施行令別表第１　　項　）
	最高の高さ
	

	
	構　　造
	
	消防法施行令第８条の区画
	□有　□無

	
	主要構造部
	□耐火構造　□準耐火構造　□その他
	消防法上の内装制限
	□有　□無

	
	階　　別
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	合　　計

	
	床面積（㎡）
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	有・無窓判定
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	収容人員（名）
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の位置、構造、設備等の状況
	☐　消防法施行令第11条第２項等に基づく２倍又は３倍数値の適用
☐　消防法施行規則第12条の２又は第13条に基づく区画の形成
☐　特別避難階段の設置　　 ☐　屋外に設ける避難階段の設置
☐　平成14年消防庁告示第７号で定められた部分を有する屋内避難階段の設置
☐　一般加入電話又はこれに類する電話の設置
☐　平成17年総務省令第40号の特定共同住宅等
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　）




	棟　別　概　要

	用　　途
	（消防法施行令別表第１　　項　）
	最高の高さ
	

	
	構　　造
	
	消防法施行令第８条の区画
	□有　□無

	
	主要構造部
	□耐火構造　□準耐火構造　□その他
	消防法上の内装制限
	□有　□無

	
	階　　別
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	階
	合　　計

	
	床面積（㎡）
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	有・無窓判定
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	収容人員（名）
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の位置、構造、設備等の状況
	☐　消防法施行令第11条第２項等に基づく２倍又は３倍数値の適用
☐　消防法施行規則第12条の２又は第13条に基づく区画の形成
☐　特別避難階段の設置　　 ☐　屋外に設ける避難階段の設置
☐　平成14年消防庁告示第７号で定められた部分を有する屋内避難階段の設置
☐　一般加入電話又はこれに類する電話の設置
☐　平成17年総務省令第40号の特定共同住宅等
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　）





普　通　階　・　無　窓　階　　算　定　書
	建　物　名　称
	
	令和　　年　　月　　日算定

	所　　在　　地
	
	算定者氏名
	



階　別　計　算　表
（　　　階　）
	床面積（A）
	必要開口
面積（A/30）
	有効開口部
面積合計（㎡）
	算定結果
	※消防機関判定

	
	
	
	普・無
	普・無



有　効　開　口　部　建　具　表
	位置
	建具
記号
	硝子種別・厚さ
	床からの高さ（ｍ）
	幅（ｍ）×高さ（ｍ）×所在数
	開口部面積
小計（㎡）
	備　考

	南側
	AW-1
	フロート
4mm
	1.1
	1.2×0.75×2箇所
	1.8
	記入例


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


建具リストを添付してください。
無窓階であっても、算定結果を無窓階と記入して提出してください。
※欄は記入しないでください。
階　別　計　算　表
（　　　階　）
	床面積（A）
	必要開口
面積（A/30）
	有効開口部
面積合計（㎡）
	算定結果
	※消防機関判定

	
	
	
	普・無
	普・無



有　効　開　口　部　建　具　表
	位置
	建具
記号
	硝子種別・厚さ
	床からの高さ（ｍ）
	幅（ｍ）×高さ（ｍ）×所在数
	開口部面積
小計（㎡）
	備　考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


建具リストを添付してください。
無窓階であっても、算定結果を無窓階と記入して提出してください。
※欄は記入しないでください。
階　別　計　算　表
（　　　階　）
	床面積（A）
	必要開口
面積（A/30）
	有効開口部
面積合計（㎡）
	算定結果
	※消防機関判定

	
	
	
	普・無
	普・無



有　効　開　口　部　建　具　表
	位置
	建具
記号
	硝子種別・厚さ
	床からの高さ（ｍ）
	幅（ｍ）×高さ（ｍ）×所在数
	開口部面積
小計（㎡）
	備　考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


建具リストを添付してください。
無窓階であっても、算定結果を無窓階と記入して提出してください。
※欄は記入しないでください。
階　別　計　算　表
（　　　階　）
	床面積（A）
	必要開口
面積（A/30）
	有効開口部
面積合計（㎡）
	算定結果
	※消防機関判定

	
	
	
	普・無
	普・無



有　効　開　口　部　建　具　表
	位置
	建具
記号
	硝子種別・厚さ
	床からの高さ（ｍ）
	幅（ｍ）×高さ（ｍ）×所在数
	開口部面積
小計（㎡）
	備　考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


建具リストを添付してください。
無窓階であっても、算定結果を無窓階と記入して提出してください。
※欄は記入しないでください。

普通階・無窓階算定書記載要領

１　消防法施行規則第５条の２に定める普通階とは、１１階以上の階にあっては直径５０ｃｍ以上の円が内接することができる開口部の面積の合計が当該階の床面積の３０分の１を超える階であること。
１０階以下の階にあっては直径１ｍ以上の円が内接することができる開口部又はその幅及び高さがそれぞれ７５ｃｍ以上及び１．２ｍ以上の開口部を２以上有する普通階であること。
２　地上階について、消防法施行規則第５条の２の規定に適合する開口部のみ計上してくださ
い。
３　消防法施行規則第５条の２の規定に適合する開口部とは次の各号すべてに適合する開口
部をいいます。
（１）　実際に開口できる部分で、直径５０cm以上の円が内接することができる開口部であること。
（２）　床面から開口部の下端までの高さは、１．２m以内であること。
（３）　開口部は、道又は道に通ずる幅員１ｍ以上の通路、その他の空地に面したものであ
　　ること。（１１階以上の階は除く。）
（４）　開口部は、格子その他の内部から容易に避難することを妨げる構造を有しないもの
であり、かつ、外部から開放し、又は容易に破壊することにより進入できるものであ
ること。
（５）　開口部は、開口のため常時良好な状態に維持されているものであること。
４　幅及び高さは、現に開放される部分の数値を記入してください。
５　直径１ｍ以上の円が内接することができる開口部又は幅７５cm以上高さ１．２ｍ以上の
開口部については、その建具記号を○で囲んでください。
６　「床からの高さ」欄には、床面から開口部下端までの高さを記入してください。
７　「開口部種別」欄には、ガラス種別及び厚さ等、また、「引き違い窓」「縦軸回転窓」「水
圧開放装置付」等の種別を記入してください。
	調査意見
	



